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リーンスタートアップによるITCビジネスへの考察
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本テーマ研究・調査活動は、以下の課題で実施した。
　（１）リーンスタートアップが話題となっているが、リーンスタートアップとは何か。
　（２）ＩＴコーディネータ自身のビジネスには関係あるのか。
　（３）ＩＴコーディネータ自身がリーンスタートアップができないのか。
具体的には、「リーンスタートアップでＩＴコーディネータがビジネスを行うためには」
を目的に以下の項目について検討した。
　（１）ＩＴコーディネータがリーンスタートアップに書かれているアジャイル開発を
　　　理解できるものを策定する。
　（２）リーンスタートアップの良い点や注意点を考察する。
　（３）ＩＴコーディネータ自身のビジネスにおいても適用できるのか。
　　　もし、適用するとしたら何を注意しなければならないかを考察する。
これらの結果を踏まえ、報告書に以下の内容をまとめた。
　（１）ＩＴＣ－Ｂｉｚに掲載しているＡｇｉｌｅ研修キットからリーンスタートアップに
　　　出てくる手法についてのＩＴＣ向けの簡単な説明を掲載。
　（２）リーンスタートアップについては、本の要約はせず、メンバそれぞれに
　　　評価する箇所や注意する箇所を考察し、章単位に掲載。
　（３）ＩＴコーディネータ自身のビジネスについての適用可否や留意点については、
　　　ブレーンストーミングにより意見を出し、まとめたものを掲載。
【考察】
全体として、リーンスタートアップは非常に魅力的な方法である。
しかし、単純に誰でもすぐに実施できるものではないと考える。
ＩＴＣビジネスとしても活用は可能だが、注意点も多い。
リーンスタートアップの書籍１冊だけを読んだだけでは、実践は難しい。
とは言え、ビジネスの変化が当たり前の不確実な世の中において、
リーンスタートアップの選択肢を持つことは、強みとなるであろう。
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「リーンスタートアップによるITCビジネスへの考察」報告書
３月１８日報告会を開催予定。
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